
       実践のまとめ（中学校１年 社会科） 

 

授業公開日 令和６年11月26日第５校時 

指導者 佐渡市立佐和田中学校 

教諭 小田 和也 

 

１ 研究テーマ 

歴史的な見方・考え方を働かせ、社会的事象を関連付けて意思決定できる生徒の育成 

 

２ 研究テーマについて 

(1) 研究テーマ設定の意図 

   中学校学習指導要領解説社会編では、「社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を多

面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて選択・判断したりする力、

思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う」ことが求められ

ている。思考・判断したことを説明したり、議論したりするためには、社会科における各分

野の見方・考え方を働かせ、社会的事象を関連付けて意思決定できる力が必要になると考え

る。 

これまでの自分の実践を振り返ると、単元の意思決定段階で、「単元を貫く学習課題」を

設定し、社会科における各分野の見方・考え方を基に、社会的事象を関連付けて意思決定で

きる力を育もうと努めた。この方法では、既習事項から「単元を貫く学習課題」に関連する

と考えられる社会的事象を選択することはできた。しかし、社会的事象を列挙したり、習い

たての知識に偏った説明をしたりするに留まった。結果、社会科における各分野の視点を基

に、社会的事象を関連付けて意思決定する姿が十分には具現できず、対話をさせても社会的

事象について情報交換するのみとなった。 

 これらは、①関連付ける社会的事象を選ぶ際の視点が不明確だったこと。②複数の社会的

事象を関連付けた上で意思決定する必要性が弱かったことが原因として考えられる。 

   そこで本研究では、①の課題を解決するために、課題把握段階で、歴史的な見方・考え方

を働かせたくなるような「単元を貫く学習課題」を提示する。また、②の課題を解決するた

めに、意思決定段階で、考える視点の重要度を位置付けたワークシート（以下、ＷＳと表

記）を使って「単元を貫く学習課題」に対する意思決定をさせる場を設定する。これらによ

って、生徒が歴史的な見方・考え方を働かせ、社会的事象を関連付けて意思決定できる姿が

期待できると考え、本研究主題を設定した。 

(2) 研究テーマに迫るために  

① 課題把握段階で、歴史的な見方・考え方を働かせたくなるような「単元を貫く学習課題」を提示する。 

    生徒が歴史的な見方・考え方を働かせ、関連付ける社会的事象を明確にさせるために、

時期や推移、因果関係を明らかにしなければ解決できない条件を盛り込んだ、「単元を貫

く学習課題」を提示する。提示する際、関連付ける社会的事象を生徒が認識しやすいよ

う、どんなことを明らかにしたら意思決定できそうかを問い、タブレット端末で作成した

ワンペーパーポートフォリオ（以下、ＯＰＰと表記）に記録させる。この「単元を貫く学

習課題」を課題把握段階から提示することで、生徒が単元全体を通して時期や推移、因果

関係などの歴史的な見方・考え方を働かせ、関連付ける社会的事象を明確にできる姿を期

待した。 

② 意思決定段階で、考える視点の重要度を位置付けたＷＳを活用し、「単元を貫く学習課題」に対する意思決定をさせる場を設定する。 



複数の社会的事象を関連付けた上での意思決定を促すために、単元の意思決定段階で、

考える視点の重要度を位置付けたＷＳを活用し、「単元を貫く学習課題」に対する意思決

定をさせる場を設定する。考える視点の重要度を比較・検討することで、視点同士の関連

に目を向けやすくなる。また、順位付けする中で、なぜ自分がその視点を重要と考えたの

かを説明する際に、根拠に厚みを出そうとする意識が強くなる。結果として、既習の複数

の社会的事象を関連付ける必要性が高まり、社会的事象を関連付けた上での意思決定がな

されやすくなると考えた。 

(3) 研究テーマにかかわる評価 

    対象生徒を中心とした学習集団の学びの様子（つぶやき、発言、ＷＳへの記述等）から

検証する。 

    ①課題把握段階（1次）…「単元を貫く学習課題」に対する予想の記述で、時期や推

移、因果関係に関する発言や記述がなされているか。 

    ➁課題追究段階（2次）…「単元を貫く学習課題」を解決するために、必要になりそう

な社会的事象を選び、関連付けようとしているか。 

    ③課題解決段階（3次）…「単元を貫く学習課題」に対する自分の考えをまとめようと

する際に、時期や推移、因果関係に着目しながら社会的事象

を関連付けて、意思決定できているか。 

 

３ 単元と指導計画 

(1) 単元名 

武家政治のはじまり（中学社会歴史未来をひらく 教育出版） 

(2) 単元の目標 

貴族にかわって武士が台頭した理由を考える中で、武士の政治進出と展開、農業や商工業

の発達、新仏教のおこりが相互に関連することに気付き、中世の変化の様子を、多面的・多

角的に考察し、表現することができる。 

(3) 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

武家政治の始まりに関する、

社会的事象の意味や背景を理

解し、絵図などの意味を読み

取ることができている。 

武家政治の始まりに関して、

社会的事象を比較したり、関

連付けたりしながら多面的・

多角的に考察し、自分の考え

を表現できている。 

武家政治の始まりに関する課

題に対し、主体的に追究し自

分なりの考えを他者との対話

を通して、粘り強く考察、表

現しようとしている。 

 

(4) 単元と生徒 

①単元 

    本単元は、貴族に代わって武士が政治の実権を握るまでのながれについて、歴史のなが

れを大観させながら理解させたい単元である。その際、政治、経済、外交などの多面的

な部分と、貴族・武士・民衆等の多角的な立場から、生徒が考察できるような授業展

開、単元構想が必要になる。また、小学校の既習内容をふまえつつ、小学校では明らか

にされなかった、歴史的なながれや因果関係等を、生徒の理解を増やしながら、自分な

りの考えをまとめていける手立てを講じる必要があると考える。 

   ➁生徒 

    本学級の生徒は、社会科に対して嫌いと感じている生徒が多数在籍している。嫌いな



理由として、「覚えることが多い」「何を学んでいるかよくわからない」といった意見

が多数みられる。社会科は、単なる暗記科目ではなく、様々な社会的事象の意味や背景

を理解し、課題に対して他者との対話を通して自分なりの考えを表現できる創造的で社

会とつながっている教科だということを生徒に自覚させたい。そうすることで、社会科

を学ぶ楽しさを理解し、自分なりの考えを追究できる姿を実現したい。 

(5) 単元の構想 ※別紙として、単元構想図を添付 

 

４ 本時の展開（本時７／７時間） 

(1) ねらい 

貴族に代わって武士が台頭した理由を、根拠をしぼって順位付けをさせることを通して考

える中で、根拠同士が関連していることに気づき、自分なりに意思決定することができる。 

(2) 展開の構想 

  ①既習事項を使って、自分の考えを根拠に基づいて対話をさせ、疑問点や意見を述べさせる。 

➁疑問点や意見に対する情報を収集させ、自分の考えを練り上げさせる。 

③再度、考えの交流を行い、自分の考えを最終的にまとめる。 

(3) 展開 

次 時 ○学習活動 ◎主発問または・本時の課題 

評価 
 

知識
技能 

思考
判断
表現 

人間
性 

１ １ 

〇小学校で習った平安時代、鎌倉

時代のちがいを思い出す。 

〇単元を貫く課題を確認する。 

〇単元を貫く課題に対して、何が

わかれば解決できそうか考え

る。 

〇単元を貫く課題に対する現時

点の自分の考えをまとめる。 

◎貴族は強い権力をもっていたはずなのに、

なぜ貴族に代わって武士が台頭したのか。 

 〇 〇 

２ 

２ 
〇武士の発生と武士団について

理解する。 

・武士はどのようにおこり、成長していった

のか。 
〇   

３ 
〇院政と平氏政権の成立につい

て理解する。 

・平氏は、どのように政治の実権をにぎり、

どのような政治を進めたか。 
〇   

４ 
〇鎌倉幕府を中心とした、武家支

持の成立と展開について理解

する。 

・鎌倉幕府を中心とした武家政権は、どのよ

うに成立し、勢力を拡大したのか。 〇   

５ 
〇鎌倉時代の人々の生活につい

て理解する。 

・鎌倉時代の人々は、どのような暮らしをし

ていたのか。 〇   

６ 
〇鎌倉文化と新しい仏教につい

て理解する。 

・鎌倉時代には、どのような文化や宗教が生

まれたのか。 
〇   

３ 
７ 

(本時) 

〇単元を貫く学習課題に対する

自分の考えをまとめる。 

〇自他の考えを比較し、対話を通

して社会的事象を関連づけ、課

題に対する意思決定をする。 

◎貴族は強い権力をもっていたはずなのに、

なぜ貴族に代わって武士が台頭したのか。 

 〇 〇 

時間 

(分) 
学習活動 

教師の働きかけ（T）と 

予想される生徒の反応（S） 
□評価 ○支援 ◇留意点 



導入 

 

(10) 

 

 

 

○本時の課題を確

認する。 

 

 

 

単貫課題に関わる社会的事象は選んでいる。 

T1:今日は何をする？ 

S1:なぜ貴族に代わって武士が台頭したの

か、自分の考えをまとめます。 

 

 

T2:どんな根拠で書けそう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇視点を共有化する。 

〇根拠がわからない生徒

の困り感を全体で共有

し、視点の明確化を図

る。 

活動

１ 

 

(15) 

○自分が選んだ社

会的事象をもと

に、根拠をしぼっ

て順位付けをす

る。 

 

 

 

 

T2-1:自分が選んだ社会的事象をもとに、根

拠を３つにしぼって順位付けしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇根拠をしぼって順位付

けする 

〇根拠を３つ出せない生

徒の困り感を全体で共

有し、３つの根拠を明

らかにする。 

活動

２ 

(20) 

○根拠をもとにし

て結論を出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇結論の内容につ

いて交流する。 

T2-2：根拠をもとにして、結論を考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T3：考えを交流しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇根拠をもとに結論を考

えさせる。 

〇根拠同士を結び付けら

れない生徒の困り感を

全体で共有し、結論を

導けるようにする。 

 

 

 

 

 

◇結論を交流させる。 

〇自分とちがった根拠を

もっている人の意見を

取り入れられやすくす

るよう、納得すれば他

者の意見を取り入れて

もよいことを交流前に

伝える。 

選んだ社会的事象と単貫課題のつながりを

意識して、自分の考えを作ろうとしてくる。 

◎なぜ貴族に代わって武士が台頭したのか。 

生徒 A 

平清盛、源頼朝は天

皇に高い位を任命

されているから、天

皇を味方につける

と台頭できる。  

生徒 B 

平治の乱や壇ノ浦

の戦い、承久の乱な

どで勝った人が政

治の権力をにぎっ

ているから、戦いに

勝つと台頭できる。 

選んだ社会的事象を関連付けて、根拠を明

らかにしてくる。 

生徒 A 

天皇や上皇に頼ら

れる近い関係にな

って戦いに勝ち、権

力をもつことで、地

位が上がり、貴族よ

り上に立てるから。 

生徒 B 

戦いに勝って天皇

や上皇に認められ、

政治のしくみをつ

くったから。  

生徒 A 

政治を貴族にかわっ

てできるようになっ

たから台頭したんだ。 

生徒 B 

位も貴族より上の

立場になったから

台頭できたんだ。  

貴族に代わって武士が台頭した理由を結

論付けてくる。 

生徒 A 

天皇とのよい関係  

生徒 B 

戦いに勝った  

生徒 A 

院政、天皇  

生徒 B 

封建制度、源氏・平氏  



 

(4) 評価 

 

５ 成果と課題 

 (1)成果 

   ①「単元を貫く学習課題」を設

定したことにより、生徒が本時

の振り返りで課題解決に関連し

そうな情報（語句）を、ＯＰＰ

にまとめる様子が確認できた。

なお、本単元でのＯＰＰは以下のように、各本時の授業で「単元を貫く学習課題」と関連

しそうな情報に優先順位を付けられるようにした。この中でも、「①武士の登場」の振り

返りでみられるように、「藤原純友の乱で勝つ」、「平将門の乱で勝つ」という２つの具

体的事項を関連付けて、一段階階層の高い「武士団の力UP」という歴史的事象を導き出し

ている。このとき、「推移」と「因果関係」に関する歴史的な見方・考え方を働かせてい

る姿と認識できる。このような考え方ができたのも、「単元を貫く学習課題」を設定した

効果だと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の評価基準 十分満足（A） おおむね満足（B） 評価方法 

 

※評価の観点を右欄

に示す。 

武家政治の始まりに関して、

多面的（政治面、経済面、文

化面）・多角的（天皇、貴族、

武士、民衆等）に考察し、社

会的事象を比較・関連付けて、

根拠を明らかにしながら、自

分の考えを表現できている。 

武家政治の始まりに関し

て、多面的・多角的に考察

しているが、根拠に不明確

な部分がある。 

・ＷＳ 

・対話の様子 

【まとめ】 

武士が台頭したのは、戦いに勝つだけでな

く、天皇や上皇との関係を近くし、政治的

にも官位的にも実権をにぎったから。 



   ➁意思決定段階で、考える視点の重要度を位置

付けたＷＳを活用し、「単元を貫く学習課題」

に対する意思決定をさせる場を設定したこと

で、関連付けを促すことができた。具体的に、

本単元では以下のようなＷＳを活用した。根拠

の中で、獲得した語句や情報を関連付けて、一

階層高い抽象的な理由（解釈）を導き出してい

る。これらの視点を関連付けて、多面的な考

察、結論を導き出せる姿が確認できた。 

 

   また、本ＷＳをまとめる途中で、中間発表を行った。その際には、他者と異なる視点があ

った場合、なぜそう考えるのか対話を通して確認する姿があった。対話では、自分がこの順

序にした理由を、推移や因果関係に着目しながら説明できていた。まとめの発表会に終始せ

ず、関連付けを通して理解を深めているこのような姿を確認できたのは、本ＷＳで自他の考

え（根拠と理由、結論）を可視化できたことが大きな要因になっていると考える。 

なお、全体として、評価規準に照らし合わせた場合の内訳（全２７人）は以下のとおりで

ある。 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 

２０ ６ １ 

 

  (2)課題 

   ①歴史的な見方・考え方を働かせられる姿を確認できたが、生徒が歴史的な見方・考え方

を働かせられていると自覚できているか、また単元がかわっても働かせられるかの検討が

必要になると考える。また、各分野の見方・考え方を働かせるための「単元を貫く学習課

題」の要素はどのようなものか、引き続き模索していく必要がある。 

   ➁視点の重要度を明らかにしたＷＳを活用することで、関連付けが促される姿は確認でき

たが、生徒がどこまでの語句を活用でき、関連付けをどこまで増やせるのかについて引き

続き検討が必要だと感じている。引き続き、他単元や他分野でも本ＷＳが有効であるか検

証を続ける必要がある。 
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【単元名】 第５学年「図形の面積」（全 12時間） 

【単元名】 第２学年 武家政治の始まり（全７時間） 

【単元目標】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

武家政治の始まりに関する、社

会的事象の意味や背景を理解し、

絵図などの意味を読み取ることが

できている。 

武家政治の始まりに関して、社

会的事象を比較したり、関連付け

たりし（歴史的な見方・考え方を働

かせ）ながら多面的・多角的に考察

し、自分の考えを表現できている。 

武家政治の始まりに関する課題

に対し、主体的に追究し自分なり

の考えを他者との対話を通して、

粘り強く考察、表現しようとして

いる。 
 

ポイントⅠ 単元における「見方・考え方」を働かせた姿を具体的に書く 

 社会科歴史的分野で働かせたい見方・考え方は、「歴史的な見方・考え方」として、時期や年代、推移、比

較、相互の関連などに分類される。本単元で言えば、時期や年代では「武士の台頭はいつから始まったか」。

推移では「武士の台頭によって社会（政治）はどう変わっていったか」。比較では「貴族と武士の政治の共通

点や相違点は何か」。相互の関連では「貴族（天皇）は強い権力をもっていたはずなのに、なぜ武士が台頭し

たのか」。といった問いを、生徒が自発的に出せる姿を期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイントⅡ 生徒が学びを深めていく「学びの文脈」を想定する 

 １次で、小学校の既習事項と中学校で学ぶ未知の事項を確認し、単貫課題に対する予想と、見通しをもつ課

題把握をする。多くの生徒が「戦いに勝ったから」「貴族がダメになったから」という根拠が不明確な予想を

出すことが想定される。２次で、平安時代から鎌倉時代までの変遷を確認し、単貫課題に対する情報を集め、

整理し、関連付けながら課題追究をする。学んでいくうちに、「天皇に気に入られて権力を得た。」「多くの荘

園を手に入れて財力を得た。」「土地を仲立ちとした主従関係を整え、武力を得た。」という理由に気付く。３

次で、課題解決のためのまとめの時間をとる。生徒は、権力、財力、武力をもつようになったからと考えてく

る。ここで、「そもそもいつからが武士の台頭といえるか。」「貴族と武士の政治の共通点と相違点は何か」等

という歴史的な見方・考え方を働かせた「深める問い」が立ち上がる。この深める問いをもとに、武家政治の

始まりに対して、より多面的・多角的な考察ができる姿を期待する。 

 

中学校 社会科 「深い学び」を実現する〈単元構想図〉 

単元を貫く学習課題「貴族は強い権力をもっていたはずなのに、なぜ武士が政治に台頭したのか。」 

武士、平清盛、源頼朝、 

鎌倉幕府は知ってるぞ！ 

１
次 

２
次 

【学習内容】 

①武士の発生と武士団 

➁院政と平氏政権 

③武家政治の成立と展開 

④鎌倉時代の人々の暮らし 

⑤鎌倉文化と新しい仏教 
天皇に気に入られて権力を得たからかな。 

例)平治の乱、壇ノ浦の戦い、平清盛、源頼朝 

多くの荘園を手に入れて財力を得たからかな。 

例)武士、平清盛、源頼朝 

土地を仲立ちとした主従関係を整え、武士を味方につけて武

力を得たからかな。 例)封建制度(御恩と奉公) 

 

３
次 

単元を貫く学習課題「貴族は強い権力をもっていたはずなのに、なぜ武士が政治に台頭したのか。」 

そもそもいつからが武士の台頭

といってよいのかな？ 

そもそも貴族と武士の政治の 

ちがいはなんなんだろう？ 

武士が台頭したのは鎌倉幕府が成立し

た頼朝の頃だと思う。だって、平安時

代とちがって、武士たちで幕府を開い

て政治を行う権力がある。荘園をたく

さんもっているから経済力もある。御

家人を従えることで武力もあるから。 

なぜ貴族から武士に政治の実権

がうつったのかわからない。 

深める問い(歴史的な見方・考え方を含む) 


